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島
内
交
通
の
課
題
解
決
に
向
け
て

広
島
県
大
崎
上
島
町
は
、
大
崎
上
島
、
生

野
島
、
長
島
、
契ち

ぎ
り

島じ
ま

の
有
人
島
と
複
数
の
無

人
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
古
く
か
ら
造
船
と

蜜
柑
の
島
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、

地
域
に
密
着
し
た
島
内
の
学
校
の
取
り
組
み

が
盛
ん
な
こ
と
な
ど
か
ら
、「
学
び
の
島
」
と

も
呼
ば
れ
、
移
住
者
を
惹
き
つ
け
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
六
〇
年
に
一
万
四

千
人
い
た
人
口
も
令
和
二
年
で
は
七
千
人
余

り
と
半
減
。
少
子
高
齢
化
も
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
現
状
に
鑑
み
、
我
わ
れ
「
か
み
じ
ま
の

風
」は
、人
口
減
少
の
課
題
解
決
に
向
け「
ど

ん
な
所
に
住
み
た
い
か
、
何
が
必
要
か
」
の

観
点
か
ら
平
成
一
七
年
よ
り
活
動
し
て
い
る
。

お
も
な
活
動
内
容
は
、
町
か
ら
の
受
託
事
業

に
加
え
、
令
和
七
年
度
に
は
団
体
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
に
結
婚
相
談
所
を
開
設
。
加
え
て
、

学
生
の
課
外
活
動
を
支
援
す
る
「
マ
リ
ン
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
創
設
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。

令
和
三
年
に
町
が
実
施
し
た
交
通
計
画
全

戸
調
査
の
中
で
、「
将
来
に
最
も
不
安
を
感
じ

て
い
る
も
の
」
の
第
一
位
が
「
公
共
交
通
の
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不
便
」
で
、
四
分
の
三
も
の
住
民
が
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
回
答
。
島
内
移
動
の
主
な
手

段
は
自
家
用
車
だ
が
、
六
五
歳
以
上
の
女
性

の
過
半
数
が
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い
実
態

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
調
査
当
時
の
島
内
公

共
交
通
は
、
平
日
は
循
環
バ
ス
が
右
・
左
回

り
各
一
日
八
便
、
土
曜
日
は
同
二
便
で
、
日

曜
日
は
運
休
と
な
る
。
循
環
バ
ス
を
補
完
す

る
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
走
っ
て
い
る

が
、
路
線
が
複
雑
で
分
か
り
に
く
く
、
一
時

間
に
一
本
程
度
の
運
行
し
か
な
い
。
タ
ク
シ

ー
事
業
者
は
一
社
二
台
で
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、夜
間
の
営
業
は
な
い
。ま
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対
す
る
意
向
調
査
、住
民
の
ニ
ー
ズ
調
査
、ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
を
専
門
と
す
る
企
業
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。

先
進
地
視
察
は
、
行
政
で
は
な
く
民
間
が

主
体
と
な
っ
て
行
な
っ
て
い
る
富
山
県
高
岡

市
の
「
ノ
ッ
カ
ル
中
田
」
と
、
京
都
府
京
丹

後
市
の
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
を
訪
問
。
そ

れ
ぞ
れ
運
営
団
体
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
手

順
で
事
業
化
し
た
の
か
、
運
賃
設
定
・
事
業

費
・
運
行
実
績
、
事
業
の
リ
ス
ク
と
対
処
法
、

実
現
ま
で
に
苦
労
し
た
点
に
加
え
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
募
集
と
教
育
、
住
民
の
声
、
行
政
の

利
用
促
進
策
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

実
際
に
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
を
利
用
し
た
際
に
、
運
転
手
が
口
に
し

た
「
お
ば
あ
さ
ん
な
ど
は
、
乗
っ
た
ら
降
り

る
ま
で
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
る
。
会
話
に
飢

え
て
い
る
人
が
多
い
、
と
実
感
す
る
」
と
い

う
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

利
害
関
係
者
と
し
て
は
、
国
土
交
通
省
中

国
運
輸
局
、
大
崎
上
島
町
内
の
バ
ス
お
よ
び

タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
町
企
画
課
に
ヒ
ア
リ
ン

た
、
高
齢
化
と
後
継
者
難
に
よ
り
事
業
の
継

続
に
課
題
が
あ
っ
た
。
町
で
は
島
内
交
通
の

改
善
に
向
け
、
予
約
制
乗
り
合
い
バ
ス
「
デ

マ
ン
ド
型
お
と
姫
バ
ス
（
以
下
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
）」
を
令
和
五
年
に
二
台
導
入
し
、運
行
に

取
り
組
み
は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
受
け
、
か
み
じ
ま
の
風
で
は

「
緊
急
時
に
も
移
動
で
き
る
安
心
な
交
通
体

京丹後市での先進事例視察。

系
を
組
む
」「
観
光
客
の
周
遊
を
可
能

に
す
る
こ
と
で
島
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

関
係
人
口
の
増
加
を
図
る
」「
高
齢
者

の
免
許
証
返
納
を
し
や
す
く
す
る
」

こ
と
の
実
現
を
目
指
し
、「
離
島
人
材

育
成
基
金
」
を
活
用
し
て
、「
大
崎
上

島
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
調
査
事
業
」
に
取

り
組
ん
だ
。

先
進
地
視
察
と
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

本
調
査
は
、
近
年
全
国
で
導
入
さ

れ
始
め
て
い
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
、

「
大
崎
上
島
に
と
っ
て
有
効
か
」「
実

現
可
能
性
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
」

の
観
点
か
ら
先
進
地
を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
島
内
外
の
利
害
関
係
者
に
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た
時
に
、
保
険
の
加
入
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上

の
不
備
な
ど
を
問
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
資

格
を
持
っ
た
運
行
管
理
者
を
任
命
し
、
安
全

管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

町
民
に
対
し
て
は
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は

何
か
」
と
い
う
基
本
的
な
知
識
を
は
じ
め
、

「
島
に
必
要
だ
と
思
う
か
」「
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
人
は
い

る
か
」
な
ど
に
つ
い
て
の
チ
ラ

シ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
、
全

戸
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
一
六

回
の
説
明
会
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
三
二
三
三
件

中
一
五
七
件
回
収
、
回
収
率
四
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
）
を
み
る
と
、八
割
以
上

の
人
が
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
を

望
む
」と
回
答
。
理
由
と
し
て「
公

共
交
通
だ
け
で
は
不
便
」「
夜
間
の

移
動
手
段
が
な
い
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。
反
対
意
見
と
し
て
は
、

「
知
ら
な
い
人
を
乗
せ
た
く
な
い
」

「
自
己
責
任
、保
険
な
ど
疑
問
が
多
い
」
な
ど

が
あ
っ
た
。

新
た
な
交
通
で

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を

本
調
査
事
業
を
通
じ
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

グ
を
行
な
っ
た
。
や
は
り
競
合
し
得
る
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、

「
既
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
で
売
上
が
半

減
し
て
い
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ま
で
導
入
さ

れ
る
と
事
業
継
続
が
困
難
」「
タ
ク
シ
ー
は
毎

年
の
車
検
、
三
カ
月
に
一
回
の
車
両
点
検
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
自
家
用
車
を
使
用
す

る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
以
上
の
コ
ス
ト
を
払
っ
て

い
る
。
そ
の
上
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
方
が
運

賃
が
安
い
と
な
る
と
、
勝
負
に
な
ら
な
い
」

な
ど
の
実
情
を
う
か
が
っ
た
。

運
輸
局
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
「
地
元
事

業
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
。
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
始
め
た
は
良
い
が
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
事
業
者
が
撤
退
し
た
後
に
そ
れ
が
維
持

で
き
な
く
な
っ
た
ら
ま
っ
た
く
の
交
通
空
白

地
帯
に
な
る
」
と
い
う
懸
案
事
項
が
提
示
さ

れ
た
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
専
門
家
に
、
事
業
責
任

の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
解
を
う
か
が
っ
た
と

こ
ろ
、「『
費
用
』『
法
令
遵
守
』『
事
業
姿
勢
』

の
三
点
が
特
に
考
慮
さ
れ
る
。
事
故
が
起
き

住民向けのライドシェア説明会。
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　地域づくりに取り組むにあたって、「地域課題の把握」
「地域住民・団体との連携」は優先的に考えるべき事
項です。「かみじまの風」では、まず大崎上島町の交通
計画全戸調査結果などから、公共交通がカバーしきれ
ていない島内交通の現況を把握するとともに、自家用
車の運転が困難になった高齢者や免許を保持してい
ない住民などが孤立化しやすい傾向を確認していまし
た。この事前調査の上で本事業を実施したことにより、
その後、同町においてライドシェアの事業化を検討する
にあたっての貴重な知見が得られたと考えます。
　導入を先行するのでなく、行政やタクシー事業者な
ど島内の利害関係者との意見交換を重ねたほか、住民
アンケートや16回に及ぶ住民説明会を開催し、利用者
の意見をしっかり聴取している点が評価できます。実際
に報告書には、多くの関係者の意見が詳細にまとめら
れており、これらからもかみじまの風が「地域住民・団
体との連携」を重視している姿勢をうかがい知ることが
できます。
　費用対効果や人的リソースの確保など持続可能な
島内交通の仕組みづくりには、さまざまな課題がありま
すが、その足掛かりとして、当事業は意義があったよう
に感じます。今後の展開に期待したいと思います。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
み
じ
ま
の
風
代
表
理
事
。昭
和
三
〇

年
岡
山
県
生
ま
れ
。銀
行
勤
務
を
経
て
、大
崎
上
島
と
本
土
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
会
社
に
出
向
。そ
の
後
、島
内
の
ホ
テ
ル
を
経

営
。退
職
後
、令
和
五
年
に
か
み
じ
ま
の
風
の
活
動
に
携
わ
り
、

ಉ
七
年
か
ら
現
職
。お
世
話
に
な
っ
た
島
へ
の
恩
返
し
が
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
。

導
入
に
向
け
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
や
、
地
元
住
民
の
考
え
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、説
明
会
を
通
じ
て
、新

た
な
交
通
手
段
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
、

住
民
に
提
示
で
き
た
こ
と
も
意
義
深
い
。

令
和
七
年
現
在
、
大
崎
上
島
町
は
デ
マ
ン

ド
バ
ス
を
公
共
交
通
の
中
心
と
位
置
付
け
、

車
両
を
四
台
に
倍
増
、
停
留
所
も
四
三
カ
所

ほ
ど
増
や
し
一
四
五
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

要
望
が
多
か
っ
た
夜
間
運
行
に
つ
い
て
も
、

最
終
便
を
一
八
時
か
ら
二
一
時
ま
で
延
長
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者
数
も
増
加
し
て
お

り
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
緊
急
に
整
備
す
る
必

要
性
は
薄
ら
い
だ
よ
う
に
思
う
。

一
方
で
、
我
わ
れ
が
令
和
七
年
四
月
以
降

も
継
続
し
て
い
る
移
動
サ
―
ビ
ス
の
住
民
説

明
会
で
は
、
依
然
と
し
て
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
予
約
が
取
れ
な
い
、
バ
ス
停
が
遠
い
」
な

ど
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
に
要
す
る
町
の
公
共
交
通
事
業

費
増
、
運
転
手
の
確
保
な
ど
の
課
題
も
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
町
の
公

共
交
通
協
議
会
に
導
入
を
検
討
い
た
だ
け
る

よ
う
、引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
な
ど
、今

後
も
島
の
未
来
を
明
る
く
す
る
た
め
の
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。




